
囚 マンション共用部保険の事故件数の割合
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マンション管理士による診断結果に

応じ割引

事故率および管理状況（修繕実施など）

に応じ割弓I

故寧およびメンテ（給排水管更新）に

応じ割引

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
が
加
入
す
る
保
険
の
値
上
げ
が
相
次
い

で
い
る
。
老
朽
物
件
が
増
え
て
給
排
水
管
な
ど
の
破
狙
が
多
発
し
、

醤
金
支
払
い
が
詈
ん
で
い
る
か
ら
だ
。
大
型
台
風
に
よ
る
漿

で
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
用
部
に
大
き
な
被
害
が
出
た
の
は
記
億
に
新
し

い
。
管
即
組
合
は
契
約
吏
新
前
に
対
策
を
細
り
た
い
。

数
倍
跳
ね
上
が
る
か

「
10月
以
降
ぱ
更
新
期
に
保
険

料
が
そ
れ
ま
で
の
数
倍
に
跳
ね
上

が
る
可
能
性
が
あ
る
」
。
不
動
産

コ
ン
サ
ル
の
さ
く
ら
事
務
所
（
東

京

・
渋
谷
）
の
土
因
輝
之
氏
は
こ

う
描
摘
す
る
。
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

の
火
災
保
険
は
2
部
類
あ
り
、
専

有
部
分
は
各
所
有
者
が
、
共
用
部

分
は
管
瑯
組
合
が
保
険
に
加
入
す

る
。
保
険
料
の
上
界
が
自
立
つ
の

は
共
用
部
分
の
保
険
だ
。

四
也
保
険
各
社
は
こ
こ
数
年
｀

火
災
保
険
の
値
上
げ
を
繰
り
返
し

て
お
り
、
こ
の
IO月
に
も
改
定
が

あ
っ
た
。
変
化
率
は
地
域
や
規
椋

で
辿
う
が
、
東
京
都
内
の
物
件
で

は
今
年
10月
分
だ
け
で
20％
超
上

が
っ
た
例
が
あ
る
。

2
0
1
2年

以
降
は
築
年
数
に
よ
っ
て
保
険
料

に平
年
を
つ
け
る
仕
組
み
も
一
般

化
。
細
部
は
各
社
で
異
な
る
が
、

「
総
じ
て
1
年
古
く
な
る
ご
と
に

保
険
料
は
数
％
上
が
る
イ
メ
ー

ジ
」

（
大
手
如
保
）
と
い
う
。

共
用
部
保
険
の
期
問
ぱ
位
長
5

年
。
今
年
10月
以
降
の
更
新
で
ぱ
、

過
去
数
回
の
ベ

ー
ス
保
険
料
の
上

昇
が
ま
と
め
て
反
映
さ
れ
る
上
、

築
年
数
が
古
く
な
っ
た
分
を
加
箕

さ
れ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
も
あ
る
。
結

果
、
前
回
契
約
時
に
比
べ
て
保
険

料
が
数
倍
に
膨
ら
む
ケ
ー
ス
が
山

る
見
込
み
だ
。

な
ぜ
、
こ
ん
な
事
態
に
な
っ
た

の
か
。
共
用
部
用
保
険
は
主
契
約

が
火
災
補

g
で
、
水
ぬ
れ
な
ど
は

特
約
で
補
慎
す
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン

の
全
焼
リ
ス
ク
は
低
く
、
保
険
叩

故
の
中
で
呈
も
多
い
の
は
水
ぬ
れ

関
迎
だ
（
グ
ラ
フ
A
)
。

老
朽
で
水
ぬ
れ
多
発

特
に

1
9
8
0年
代
以
降
に
大

塁
供
給
さ
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
が
築

- 霜悶は畠羞割引、紛争時は組合の

（注）割弓l遇吊にはマンションの規模や築年致なとで条件がつく場合あリ

30年
を
超
え
、
老
朽
化
し
た
給
排

水
管
が
絡
む
事
故
が
多
発
。
水
ぬ

れ
関
連
の
保
険
金
の
支
払
い
が
珀

え
て
い
る
（
グ
ラ
フ
B
は
一
般
住

宅
向
け
保
険
全
体
）

。
老
朽
化
し

た
給
排
水
t口
修
理
は
保
険
の
対
象

外
だ
が
、
水
ぬ
れ
で
生
じ
た
拍
害

に
対
す
る
賠
恨
四
任
特
約
の
支
払

い
が
増
え
て
い
る
よ
う
だ
。

保
険
平
故
の
多
発
で
保
険
料
が

ょ
昇
し
て
い
る
。
大
輻
暉
上
げ
に

な
れ
ば
、

f
揺
罪
界
の
上
昇
に
つ
な

が
り
、
個
人
所
有
者
の
家
計
も
圧

迫
す
る
。
早
め
に
対
策
を
考
え
て

お
く
方
が
無
類
だ
。

泉
も
有
効
な
の
は
早
め
に
老
朽

化
対
策
を
施
し
、

9
故
そ
の
も
の

を
滅
ら
す
こ
と
。
例
え
ば
、
日
新

火
災
海
上
保
険
は

15年
か
ら
マ
ン

シ
ョ
ン
嘗
四
士
が
給
排
水
笞
の

マ
ン
シ
ョ
ン
保
険
上
昇
備
え

管理組合、更新前に修繕を
平
冥
施
や
長
期
修
熊
計
画
の
設
定

な
ど
の
状
況
を
診
断
し
、
森
評
価

を
受
け
る
と
平
均2
0i
3
0％
保
険~

料
を
引
き
下
げ
る
商
品
を
発
宛

し
、
契
約
数
を
増
や
し
て
い
る
。

他
の
掴
保
大
手
も
10月
、
各
マ

ン
シ
ョ
ン
の
出
故
率
で
保
険
料
を

変
え
る
制
殷
を
一
斉
導
入
し
た
。

一
定
期
閾
虚
故
数
を
マ
ン
シ
ョ

ン
戸
数
で
割
っ
て
事
故
率
を

g
出

し
、
「

2
％
以
下
」
な
ど
低
水
郡

な
ら
保
険
料
を
大
幅
に
下
げ
る
。

そ
の
ほ
か
、
独
自
茄
準
を
設
け
て

保
険
料
を
割
り
引
く
会
社
も
瑠
え

て
い
る
（
表
C
)

・

土
屋
氏
は

「築
30年
超
の
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ら
保
険
史
新
を
に
ら
ん

で
、
水
迅
符
の
吏
新
工
事
を
前
劉

し
し
て
事
故
率
を
下
げ
て
お
く
手

が
あ
る
」
と
助
言
す
る
。
た
だ
、

一
定
の
修
紐
粕
立
金
が
な
け
れ
ば

工
事
は
雖
し
く
、
保
険
吏
新
に
閻

に
合
わ
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
も
あ
る

だ
ろ
う
。
そ
ん
な
と
き
は
「
賠
償

特
約
に
免
声
を
つ
け
る
の
が
有

効
」
(
=-＿
井
住
友
渾
上
）
。
共
用

部
保
険
は
更
新
時
｀
オ
プ
シ
ョ
ン

で
1
万
円
雄
度
か
ら
免
寅
額
を
設

定
で
き
る
埠
合
が
多
い
。

例
え
ば
、
賠
四
特
約
に
5
万
円

の
免
寅
を
つ
け
る
だ
け
で
保
険
料

の
総
額
が
数
十
万
円
下
が
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
免
四
額
以
下
の
平
故

は
保
険
金
酌
求
が
不
可
能
に
な
る

が
、
そ
の
分
だ
け
事
故
数
が
減
り
、

次
回
更
新
時
の
事
故
率
算
定
に
も

有
利
に
働
く
。

保
険
料
を
抑
え
た
い
か
ら
と
保

険
の
特
約
を
外
す
の
は
変
注
意

だ
。
台
風
で
高
脳
マ
ン
シ
ョ
ン
の

地
下
共
用
部
に
被
苫
が
出
た
例
も

あ
る
。
こ
う
し
た
場
合
も
「
水
災

特
約
が
あ
れ
ば
補
囮
さ
れ
得
る
」

（
大
手
姐
保
）
。
各
特
約
の
要
否

は
似
玉
に
判
断
し
た
い
。（

掘
大
介
）




